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学位論文内容の要旨 

 

アポリポ蛋白 E を含む高比重リポ蛋白（apoE-rich HDL）は血中 HDL 亜分画の一つであるが、信頼性

の高い測定法と分離法は未だ確立されていない。我々は、ポリエチレングリコールと陽イオン交換ク

ロマトグラフィを用いた新しい apoE-rich HDL の分析法（PEG-カラム法）を確立し、冠動脈 CT 受診

者を対象にその臨床的有用性について研究を行った。PEG-カラム法による apoE-rich HDL-コレステ

ロール（HDL-C）測定は、高い再現性と  希釈直線性を示した。apoE-rich HDL-C は冠動脈カルシ

ウムスコアとは関連がなかったが、様々な脂質指標と相関した。重回帰分析では、動脈硬化に関わる

中性脂肪とアディポネクチンが apoE-rich HDL-C の有意な予測因子であった。我々が確立した apoE-

rich HDL の分離法は、動脈硬化における apoE-rich HDL の役割の解明に有用となり得る。 

論文審査結果の要旨 

 本論文は，信頼性の高い分析法が未だ確立されていない，apoE-rich HDL(アポリポ蛋

白Ｅ含有高比重リポ蛋白)の分離・測定法を確立し，冠動脈CT受診者を対象に，その方法

の臨床的有用性について検討を行ったものである。 

 この新しい方法は，ポリエチレングリコールと陽イオン交換クロマトグラフイを用いて，

高い再現性と希釈直線性を持って apoE-rich HDL･コレステロールを測定することを可能

とした。また，apoE-rich HDL･コレステロールは冠動脈カルシウムスコアとは関連がなか

ったが，様々な脂質指標と相関することも明らかとなった。さらには，動脈硬化に関わる

中性脂肪とアデイポネクチンが apoE-rich HDL･コレステロールの有意な予測因子である

ことを明らかにした。 

これらの内容は，学術的に優れたものであり，博士の学位を取得するに値するものと考

えられる。  


